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• vページ，下から 3行目

http://www.math.wani.osaka-u.ac.jp/group/umehara/ ⇒ 削除

• 22ページ，17行目： 閉曲線 ⇒ 単純閉曲線

• 46ページ，下から 5行目

「ただし a, b は同時には 0 にならない定数である．」⇒ 「ただし a, b は 0 でない定数である．」

• 48ページ，13行目： 「e, b を内積すると」⇒ 「e, n, b を内積すると」

• 62ページ，6行目： φ(u, v) ⇒ φ(ξ, η)

• 77ページ，15行目： z のまわり ⇒ z軸のまわり

• 132ページ，14行目

「領域 D のオイラー数である（図 13.2）．」⇒ 「領域 D のオイラー数である．」

（図 13.2の引用を削除）

• 134ページ，10行目
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• 151ページ，脚注 4の 2行目： 図 15.1 ⇒ 図 15.1左

• 152ページ，13行目： γ(t) から測った ⇒ γ̇(t) から測った

• 189ページ，一番下

p(u, v) = (a cosu, b sinu, v)±v(−a sinu, b cosu, c)

⇒ p(u, v) = (a cosu, b sinu, v)+v(−a sinu, b cosu,±c)

• 193ページ，(4.8) 式 G = pv,pv ⇒ G = pv·pv （コンマを中点に）
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• 217ページ，付録B-3 問題 1の解答

η = log(tan(u/2 + π/4)) から cos2 u = 1/ cosh2 η

⇒ η = log(tan(v/2 + π/4)) から cos2 v = 1/ cosh2 η

• 225ページ，梅原の略歴
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